様式第１号（第６条関係）
西脇市高校生地域活動支援事業企画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　西脇市長　片山象三　様
　　　　　　　　　　　　　所在地　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　学校名　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　学校長名　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　団体名　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　
１　事業概要
	事業名
	

	事業費
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	交付要望額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	事業対象地域
	□市内全域　□その他（　　　　　　　　　）

	事業目的及び期待される効果
	

	事業内容
	⑴　実施予定期間
　　　　年　　月　　日～　　年　　月　　日
⑵　場所
⑶　参加予定人員
⑷　事業内容（※）
⑸　その他



　　※　新規性や発展性が分かるように記載してください。
　　※　ＳＤＧｓの達成につながる取組に対して、補助金額の加算を希望す
　　　る場合は別紙「ＳＤＧｓ取組提案書」を添付してください。

２　事業予算書
　⑴　収入の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　　分
	金　　額
	内　　訳

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　　計
	
	


　
⑵　支出の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　　分
	金　　額
	内　　訳

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　　計
	
	


（別紙）
ＳＤＧｓ取組提案書
	取組を通じて達成を目指すＳＤＧｓのゴール
	※欄外から、２つ以上ゴールのアイコンを貼り付けてください。


	解決したい社会の問題（１）
	※取組を通じて解決したい社会の問題について、選択したＳＤＧｓの
ゴールとの関連を念頭に置いて記載してください。


	実現したい社会・地域の姿（２）
	※上記（１）を踏まえて、どのような社会や地域の姿を実現したいか、目指しているか記載してください。


	取組内容

	※上記（２）の実現に向けて取り組む内容を記載してください。
（企画書に書き尽くしている場合は省略可）

	備考
	※その他補足等があれば記載してください。
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（別紙）
ＳＤＧｓ取組提案書（記載例）
	取組を通じて達成を目指すＳＤＧｓのゴール
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	（１）
解決したい社会の問題
	・市内でフードドライブの取組が行われているが、あまり知られていないように感じる。（ゴール１・２）
・物価が上昇して食事に困っている家庭がある、家庭の経済状況によって進学の選択肢が狭まっている、といった報道をよく耳にする。（ゴール４）


	（２）
実現したい社会・地域の姿
	・フードドライブやフードバンクの仕組みが、市民の皆さんに広く知られるようにして、食事代に困っている家庭に食料品が届くようにしたい。
・学びたい、という意欲のある子どもが、経済状況に関係なく学べる社会にしたい。

	取組内容

	・社会福祉協議会など、フードドライブの取組を進める団体と連携してパンフレットや動画を製作し、制度を広く周知する。
・フードドライブのＰＲ・受付強化週間として、産業フェスタにブースを出展し、食料品の受付や制度の周知を行う。寄付者へのお礼の品として、残布やスーパーの売れ残り品などを使った製品を考案し、贈呈する。
・高校や近隣の大学生に呼び掛けて、参考書などを収集し、貸出や譲渡する仕組みを作る。


	備考
	※その他補足等があれば記載してください。




